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　菅義偉首相による学問の自由を侵害する日本学術会議会員推薦者
の任命拒否に関し、違法な秘密裏の法解釈適用に強く抗議するとと
もに、拒否理由を明らかにし、あらためての任命を求める。
� 2020年10月５日　全国地域人権運動総連合常任幹事会

熊本 大分県連・「人権問題を
考える講演会」を開催

熊本７月水害復興支援の義援金を
県に手渡す代表　　　　　　　　

国宝　阿蘇青井神社の参道の欄干が崩壊

新
た
な
差
別
要
因
が
新
た
な
差
別
意
識
生
む

そ
れ
が
ネ
ッ
ト
上
の
落
書
き
に

球
磨
川
流
域
豪
雨
被
害
、
復
興
未
だ

人
権
連
支
援
の
義
援
金

水
平
社
創
立
百
周
年
を

ど
う
迎
え
る
の
か

全
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
考
え
る
こ
と
⑦

立
命
館
大
学
特
任
教
授
・
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
理
事
長　

石
倉
　
康
次

　

人
権
連
大
分
県
連
（
左
の

写
真
で
、
挨
拶
を
す
る
荒
木

ひ
ろ
子
会
長
）
は
10
月
18

日
、
宇
佐
市
内
で
「
人
権
問

題
を
考
え
る
講
演
会
」
を
開

催
、
コ
ロ
ナ
禍
を
の
り
こ
え

て
約
50
人
の
県
民
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
演
会
の
メ
イ
ン

　

水
平
社
創
立
の
記
念
の
日

を
過
去
の
栄
光
の
歴
史
を
た

だ
思
い
出
す
だ
け
の
日
と
し

て
迎
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
私
は
こ
の
１
０
０
年
の

歴
史
か
ら
三
つ
の
こ
と
を
学

び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

後
の
資
本
主
義
経
済
の
浸
透

を
受
け
て
社
会
に
進
出
し
て

い
っ
た
若
者
た
ち
が
、
企
業

や
軍
隊
や
学
校
で
の
き
び
し

い
部
落
差
別
に
直
面
し
、
そ

れ
ま
で
の
部
落
改
善
運
動
の

不
徹
底
さ
を
批
判
し
つ
つ
部

落
民
自
身
の
行
動
に
よ
る
徹

底
し
た
解
放
を
求
め
、
運
動

の
先
頭
を
切
り
開
い
て
い
っ

た
こ
と
で
す
。
問
題
の
根
本

的
解
決
の
方
向
を
求
め
る
運

動
に
若
者
た
ち
は
、
自
身
の

人
生
の
未
来
を
重
ね
清
新
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
こ
の
運
動
に

傾
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
思
想
と
実
践
を
我
が
国
の

歴
史
に
固
有
の
人
権
宣
言
と

も
言
え
る
「
水
平
社
宣
言
」

に
結
実
さ
せ
ま
し
た
。
創
立

大
会
で
朗
読
さ
れ
た
こ
の
宣

言
は
、
全
国
の
部
落
住
民
だ

け
で
は
な
く
、
日
本
の
メ
デ

ィ
ア
に
衝
撃
を
持
っ
て
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
宣
言

は
、
今
日
の
私
た
ち
に
、
格

差
貧
困
、
非
正
規
雇
用
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
問
題
の
は
び
こ
る
現
代
に

お
い
て
求
め
ら
れ
る
人
権
宣

言
が
何
か
と
問
い
か
け
て
い

ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
自
主
的
に
起

こ
っ
た
社
会
運
動
が
、
戦
時

下
の
厳
し
い
弾
圧
と
主
要
な

活
動
の
逮
捕
投
獄
の
中
で
、

挫
折
さ
せ
ら
れ
、
日
中
戦
争

勃
発
の
１
９
３
７
年
、
挙
国

一
致
の
戦
時
体
制
づ
く
り
に

積
極
的
に
協
力
す
る
方
向
に

転
じ
１
９
４
２
年
に
水
平
社

の
幕
を
閉
じ
る
に
至
っ
た
経

過
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

こ
と
で
す
。
そ
し
て
戦
後
直

後
に
部
落
解
放
運
動
が
再
組

織
さ
れ
た
と
き
、
こ
の
戦
時

下
の
経
過
を
総
括
す
る
こ
と

な
く
「
大
同
団
結
」
し
た
こ

と
や
、
戦
後
初
期
の
運
動
の

混
迷
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

私
は
こ
の
点
に
つ
い

て
、『
部
落
問
題
研
究
』

No
．
２
２
１
号
所
収
の
「
部

落
解
放
運
動
と
三
木
一
平
―

戦
後
初
期
の
運
動
に
関
わ
る

三
木
資
料
の
検
討
を
中
心
に

―
」
で
若
干
の
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
日
で
は
、
個
々
に
差
別

的
な
言
動
を
す
る
人
が
あ
っ

て
も
、
社
会
的
に
は
受
け
入

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生

活
環
境
や
教
育
・
労
働
に
現

れ
る
地
区
内
外
の
格
差
、
社

会
的
交
流
か
ら
の
排
除
と
し

て
社
会
問
題
と
し
て
の
部
落

問
題
は
解
消
す
る
と
い
う
到

達
点
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
今
な
お
ア
メ
リ
カ
で

蒸
し
返
さ
れ
て
い
る
黒
人
差

別
と
は
顕
著
な
違
い
で
す
。

こ
こ
に
到
達
で
き
た
大
き
な

要
因
と
し
て
は
、
大
き
な
国

家
予
算
を
投
じ
て
実
施
さ
れ

た
同
和
行
政
施
策
や
経
済
変

動
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

こ
れ
と
同
時
に
、
同
和
行
政

施
策
を
利
用
し
た
運
動
団
体

の
窓
口
一
本
化
に
よ
る
住
民

分
断
や
、
教
育
労
働
者
や
公

務
労
働
者
の
組
合
運
動
の
な

か
に
分
断
が
持
ち
込
ま
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
克
服

す
る
広
範
な
市
民
的
運
動
が

組
織
さ
れ
、
そ
の
中
で
国
民

的
な
融
合
が
促
進
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
国
際
的
に
展
開

さ
れ
た
開
発
型
分
断
支
配
の

方
式
を
克
服
す
る
先
進
的
な

事
例
と
評
価
で
き
ま
す
。
新

自
由
主
義
型
分
断
支
配
が
強

ま
る
現
代
に
お
い
て
は
ど
の

よ
う
な
実
践
が
必
要
な
の
か

考
察
を
進
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
水
平
社

以
来
の
排
外
主
義
を
克
服
し

た
共
同
闘
争
の
歴
史
の
普
遍

性
も
確
認
で
き
る
点
だ
と
も

思
う
の
で
す
。

つ
い
て
、
自
ら
が
ヤ
フ
ー
知

恵
袋
な
ど
検
索
し
た
結
果
を

ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
に
、
わ

か
り
や
す
く
語
り
か
け
ま
し

た
。「
確
認
で
き
る
の
は

『
新
し
い
要
因
』
に
よ
る

『
新
し
い
差
別
意
識
』
と
指

摘
。
同
和
行
政
は
光
と
影
の

部
分
が
あ
っ
た
。
光
の
部
分

は
一
般
地
区
と
の
格
差
は
相

当
程
度
是
正
さ
れ
た
。
影
の

部
分
は
、
不
公
正
乱
脈
な
同

和
行
政
と
運
動
団
体
に
よ
る

自
由
な
言
論
の
抑
圧
が
、
あ

ら
た
な
差
別
意
識
を
生
む
要

因
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が

ネ
ッ
ト
上
に
現
れ
て
い
る
と

批
判
。
今
な
お
残
る
、
隠
れ

「
同
和
行
政
＝
同
和
特
別
扱

い
」
、
あ
ら
た
め
て
同
和
行

政
を
実
施
す
る
こ
と
で
何
が

起
こ
る
の
か
。
部
落
差
別
解

消
推
進
法
の
問
題
点
は
そ
こ

に
あ
る
の
で
は
、
と
問
い
か

け
、
部
落
問
題
の
解
決
の
た

め
に
新
た
な
差
別
要
因
を
つ

く
り
だ
す
差
別
解
消
推
進
法

や
同
条
例
を
な
く
す
取
組

が
、
い
ま
私
た
ち
に
求
め
ら

れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

こ
の
講
演
会
で
は
冒
頭
、

植
山
光
朗
・
全
国
人
権
連
事

務
局
次
長
が
30
分
、「
法
務

省
『
６
条
』
調
査
に
み
る
部

落
問
題
解
決
状
況
と
残
っ
た

課
題
解
決
」
で
特
別
報
告
し

ま
し
た
。

　

全
国
人
権
連
と
同
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
は
10
月
７
日
、
熊
本

県
庁
の
球
磨
川
流
域
復
興
局

な
ど
を
訪
れ
、
７
月
の
豪
雨

被
害
復
興
支
援
の
義
援
金
を

渡
し
、
被
害
の
各
市
町
村
の

早
急
な
復
興
を
願
い
、
激
励

し
ま
し
た
。
訪
問
に
は
人
権

連
事
務
局
次
長
で
同
ブ
ロ
ッ

ク
事
務
局
長
の
植
山
光
朗
氏

と
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
副
会
長
で

地
元
熊
本
の
菅
井
幸
夫
熊
本

県
連
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

訪
問
団
は
こ
の
あ
と
、
甚
大

な
豪
雨
被
害
を
蒙
っ
た
人
吉

市
と
球
磨
村
を
訪
れ
、
復
旧

の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

人
吉
市
で
は
２
０
０
８
年

に
本
殿
、
拝
殿
、
楼
門
な
ど

５
点
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
た

青
井
阿
蘇
神
社
を
訪
れ
、
被

害
の
実
態
を
視
察
。
楼
門
や

本
殿
の
軒
先
ま
で
冠
水
し
た

泥
の
後
が
梁
柱
に
残
り
、
球

磨
川
氾
濫
の
激
し
さ
を
示
し

て
い
ま
す
。
神
社
関
係
者
の

て
流
さ
れ
た
」と
い
い
ま
す
。

楼
門
の
前
に
か
か
る
太
鼓
橋

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
欄
干
も

濁
流
の
水
圧
で
流
さ
れ
、
現

在
、
立
ち
入
り
禁
止
の
テ
ー

プ
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
４
日
、
豪
雨
で
浸
水

し
、
14
人
が
犠
牲
に
な
っ
た

球
磨
村
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
千
寿
園
」
で
は
、
豪

雨
か
ら
３
カ
月
た
っ
た
現
在

も
復
旧
は
手
つ
か
ず
、
敷
地

内
に
立
ち
入
り
禁
止
の
テ
ー

プ
が
張
ら
れ
、
復
旧
の
目
途

が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
千
寿

園
に
隣
接
す
る
球
磨
村
立
渡

小
学
校
も
校
舎
全
体
が
冠

水
。
泥
水
を
か
ぶ
っ
た
机
や

椅
子
、
マ
ッ
ト
な
ど
の
教
育

器
材
は
、
校
庭
に
山
積
み
さ

れ
た
ま
ま
で
す
。
生
徒
た
ち

は
近
く
の
学
校
に
プ
レ
ハ
ブ

を
建
て
、
授
業
を
受
け
て
お

り
、

復
興
未
だ
し
の
感
で

す
。

大分県連・「人権問題を
考える講演会」を開催

テ
ー
マ
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に『
部
落
差
別
』

は
、

あ
ふ
れ
て
い
る
の

か
？
―
部
落
差
別
解
消
推

進
法
を
検
証
す
る
」。
講

師
は
関
西
合
同
法
律
事
務

所
の
杉
島
幸
生
弁
護
士
。

　

杉
島
弁
護
士
は
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
、
突
然
出
て

き
た
「
部
落
差
別
解
消
推

進
法
」
の
立
法
事
実
、
ネ

ッ
ト
上
に
「
部
落
差
別
」

が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
か
に

話
で
は
「
賽
銭
箱

が
プ
カ
プ
カ
浮
い
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